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渇水の記憶～大渇水の体験談②～ 

令和 3 年 9 月 

福岡市水道局総務課広報広聴係 

  6 月 1 日「節水の日」に合わせて、「渇水の記憶」と称して、昭和 53 年や平成 6 年の

大渇水の体験談を募集しました。応募いただいたみなさま、本当にありがとうございました。

ご一読いただき、「水のたいせつさ」について改めて考えていただければ幸いです。 

※年齢年代は応募時（令和 3 年 5～6 月）のものです。 

※極力原文に手を加えずに掲載しています。ただし、タイトルが記載されていない体験談 

については、水道局で加えています。 

 

⑤「大渇水時の思い出」 大川ツルエさん（88 歳） 

現在のわたくしは市内東区の老人ホームで生活しておりますので家事をすることはなく、

水に関わることも少ないのですが、大渇水の時は市内南区の団地に家族四人で住んで

いました。子供達は育ち盛りで栄養のあるもの、おいしいものをたべさせたいと思うのです

が、水をたくさん使う料理、あと始末に使用する水のことを考えると、出来ませんでした。 

給水制限も、だんだんきびしくなりました。くる日もくる日も雨は降らず、日照が続き、とう

とう 6 月 1 日からは、住んでる団地は朝から一滴の水も出なくなりました。飲料水は、給

水車から 1 人バケツ 1 杯づつ、もらうのですが、私の順番がくる前に水はなくなるのでは
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とはらはらしたことを覚えています。毎日水の確保に必死でした。今は、水道栓をひねると、

きれいな水がサーッとでてきます。うれしいです。仕合せを感じます。水の大切さ、ありがた

さを忘れることなく、これからを生きていこうと思っています。 

 

⑥「渇水の記憶」 IS さん（80 代） 

昭和 53 年の渇水は忘れることができません。築 60 年の家を解体して建て替えた時

でした。ポリ容器の一番大きいゴミ箱を買い求めて、飲み水を確保しました。大きい鍋に何

個も水をくみおきして、食事の用意、後始末にできる限り節約しながら使っていました。食

器をなるべくよごさないようにラップやアルミホイルを下にしいて使ったり、わりばしや紙皿

で洗わずに処分したりしました。浴槽にも水をためおきして、水洗い・洗濯に使っていまし

た。 

学校給食の献立もいろいろ工夫されていたようです。手洗い、食器洗い、衛生面でもい

ろいろ大変だったと思います。 

夫はかつて県職員で江川ダム関係の仕事をしており、まだ本土復帰していなかった沖

縄にもパスポートを作って視察に行っていました。人工降雨の実験も試みたようです。渇水

対策でテレビにも出演しました。初めてのことで本人も家族もすごく緊張しました。6 月に

なって自宅が完成し、引っ越す日はバケツの水をひっくり返したようなどしゃぶりの雨にな

りました。前日まで一滴も降らなかった雨がその日に限って信じられないほどの大雨でし

た。たくさんの方に応援していただいたおかげで何とか無事に新居に移ることができまし



3 
 

た。とてもとても大変な１日でした。 

当時６人家族でしたが、今は 2 人きりになってしまいました。渇水、水不足に備えて、日

頃から節水を考えたいと思います。 

 

⑦「大渇水の記憶」YR さん（60 代） 

昭和 53 年、私は高校 3 年生でした。 

体育の水泳の授業がなくなって喜んだことはよく覚えています。 

でも水洗トイレの水は流せずトイレットペーパーは汚物入れに入れるようになってました。

嫌だったけど素直に先生の言う事を聞いてたようです。 

小の時はこんな感じでしたが大の時だけは水の流れるトイレに入ってもいいけど… 

夏が終わっても給水制限は続き祖母が亡くなった 11 月の葬式も大変でした。 

家でお通夜、葬儀をしてた時代なので親戚の人がゴミペール（プラスチック製のごみ箱）

を持ち寄り、それでも水は足りず、湯飲みは風呂の湯で洗い、仕上げだけ新しい水を使っ

ていました。 

 平成 6 年の時は結婚してたのでゴミペールを近くの金物屋さんに買いに行きましたが高

価な物しか残っておらず仕方なくべつのものを買ってきました。いまだにゴミを入れて外で

使っていますが丈夫です。これを見るたびに社宅で時間になったら水道の元栓を閉めて

たのを思い出します。 

 私は 2 度の大渇水を経験したからか風呂の湯は洗濯に利用してシャワーももったいなく
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てほとんど使えません。給水制限が解除された時はすごく嬉しかったです。ひねると水が

出るんですよ～。ゴミペールの蓋をあけて柄杓ですくって顔を洗わなくていいんですよ～。

今は水道のレバーを上げると水が出て幸せです。 

 

⑧「水運び」 MH さん 

1978 年、昭和 53 年は水道の水が止り困りました。 

バケツを持って給水車から水をもらうため並んで待ちました。 

バケツの水が重くて金物店で台車を買い水運びが楽になりました。 

長女は中学生、長男は東区にある大学に通学していましたが近くに銭湯があるからと

タオルと石けんを持参して通学していました。 

その銭湯は井戸水があったのでしょうか、私と長女はどうやって暮らしていたのか思い

出せません。その時は私の家のトイレは汲取式でしたので助かりました。水洗トイレで水が

出なかったらどうしますか。思うだけで身震いをします。 

私は今も水は大切につかっております。水に感謝です。 

 

 

 

 

 


